
　下の図では、それぞれの段階で市からどのような発表がされ、市民がどのように行動すべきかを時系
列で示しています。災害の危険が高まると、危険度に応じてレベル 1 から 5 の情報が段階的に発表さ
れていきます。

　毎年、土砂災害によって多くの大切な命や財産が失われています。普段から土砂
災害に備え、前兆現象が確認されたときは、早めに安全な場所へ避難しましょう。

　雨による災害の危険度は、
「キキクル（危険度分布）」で
調べることができます。

現時点の危険度はどうやって調べるの？

異変に気付いた時は危機管理課へ（夜間・休日は　 66-1111）

避難のタイミングはレベルで判断！

災害について詳しく知りたいときは？
　市ホームページ（　　　　　　  ）で、
各種災害の被害想定やハザードマップ、避
難方法などを確認することができます。

危機管理課　 66-1208

　気象情報が「洪水」「大雨」「土砂災害」「高潮」の 4つに分類され、それぞれの
危険度が 5段階の警戒レベルで発表されるようになります。例えば、これまでの大
雨警報は「レベル 3 大雨警報」という形で発表されます。数字で危険度が示される
ことで、今どのくらい危険であるのかを直感的に分かるようになります。

タイム
ライン 気象庁の情報 市の発表 市民がとるべき行動 警戒

レベル

災害の
切迫
・
発生

レベル 5
特別警報

緊急安全
確保

すでに命の危険が迫っている状態です！
直ちに安全確保！！ 5

警戒レベル 4までに必ず避難！

2時間
〜0時間
程度前

レベル 4
危険警報 避難指示

危険な場所から全員避難完了
台風のときは、暴風が吹き始める前に避難を済ま
せる。

4
数時間
〜3時間
程度前

レベル 3
警報

高齢者等
避難

危険な場所から高齢者等は避難
高齢者など、避難に時間がかかる人は、ここまで
に避難を完了させる。

3

半日〜
数時間前

レベル 2
注意情報

自らの避難行動を確認
ハザードマップを見て、自宅などの災害リスクを
確認する。避難所の場所や行き方を確認する。

2

半日〜
約1日前

早期注意情報
（警報級の可能性）

災害への心構えを高める
テレビやラジオ、インターネットなどで災害情報
を集める。

1

0347836

が新しくなります

6 月は土砂災害防止月間

防災気象情報防災気象情報防災気象情報
5月 29日金～

気象庁特設ページ

災害時はテレビやラジオ、インターネットで正しい情報を集め、
危険を感じたときは迷わず避難してください。

すなっちくん

提供：NPO 法人土砂災害防止広報センター

土砂災害の種類
土石流

雨水と大量の土石や樹木が
津波のように激しく
流れ出てくる現象。

がけ崩れ
雨や地震などの影響で
急に斜面が崩れ落ちる

現象。

地すべり
地下水などの影響で

斜面そのものがすべって
動く現象。

こんな前兆現象が見られたら要注意！

山鳴りがする 崖からバラバラ
小石が落ちてくる 井戸の水が濁る

川の水が濁り
流木が混じっている

崖から急に水が
わき出てくる

地面にひび割れや
段差ができる

雨が降り続いているのに
川の水が急に減る

崖の上の木が揺れたり
傾いたりする

池の水が濁ったり
急に増えたり減ったりする

0335835
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